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新しい「真の女性」を求めて
──アメリカン・ルネサンスのフェミニスト小説を読む──
大 井 浩 二
Synopsis: In her influential article,“The Cult of True Womanhood:
1820−1860，”Barbara Welter demonstrates that, in nineteenth-century
America,“true women”were forced to play the roles of wife and mother
in their private spheres and were expected to cultivate four cardinal
virtues: piety, purity, submissiveness and domesticity. By discussing
Hannah Gardner Creamer’s Delia’s Doctors, Elizabeth Oakes Smith’s
Bertha and Lily and Laura Curtis Bullard’s Christine, all published in
the 1850s, this paper attempts to show how their feminist authors
share a subversive attitude toward the then-popular ideal of womanli-
ness and create exceptional heroines in their respective works who
boldly defy the“True Woman”stereotype for the purpose of emancipat-
ing their sisters from socially imposed regulations.
1966年に論文「真の女性らしさの崇拝，1820年－1860年」を発表した
歴史学者バーバラ・ウェルターによると，19世紀アメリカにおいては敬虔，
純潔，従順，家庭性という 4つの美徳を備えた女性が「真の女性」と見な
され，この美徳を欠いていれば「いくら名声や成功や財産を手中にしていて
も，すべては灰も同然だった。この美徳を備えていれば女性は幸福と影響力
を約束されていた」のだった（Welter 152）。そして，この「真の女性」の
あるべき場所は家庭だったので，家庭性が最も重要視された美徳だった，と
ウェルターは指摘し，「彼女の家庭から，女性は男性を神に引き戻すという
大いなる仕事を成し遂げた」（Welter 162）と論じている。
さらに，ウェルターは「価値が頻繁に変化する社会，運命が恐ろしいほど
の速さで浮沈する社会，社会的，経済的流動性が希望と同時に不安をもたら
す社会において，真の女性はどこに見出されても真の女性だった。男であ
れ，女であれ，真の女性らしさを作り上げている一連の美徳を弄る者は誰で
も立ちどころに神の敵，文明の敵，アメリカ共和国の敵という烙印を押され
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た。か弱い白い手で聖域の柱を支える──それが 19世紀アメリカの女性に
課せられた恐るべき義務であり，厳粛な責任だった」（Welter 152）という
結論を下している。
この結論は，ウェルター自身が説明しているように，1820年から 60年
にかけての期間に 3年以上出版された女性雑誌のほとんどすべてと 3年以
下の女性雑誌の一部，数百に及ぶ宗教上の小冊子や説教，19世紀の料理本
の類いを分析し，75,000部以上売れた女性作家による小説作品や女性の書
き残した日記，メモワール，自伝などを参照した得られたものだったが，そ
の事実はウェルターによって提唱された「真の女性らしさの崇拝」という概
念を，アメリカ大衆文化の想像力と切り離しては考えられないということを
示している。
では，そうしたアメリカ大衆に受け入れられていた「真の女性」像に対し
て，ウェルターが研究対象としたと同じ時期に発表されたフェミニスト小説
の作家たちはどのような態度を取っていただろうか。彼女たちもまた「真の
女性」のあるべき場所は家庭であるというコンセプトを無条件で受け入れて
いただろうか。それとも女性が備えているべきであるとされた 4つの美徳
を否定して，「神の敵，文明の敵，アメリカ共和国の敵」として非難される
道を選び取っていただろうか。こういった疑問に答えるために，F. O. マシ
ーセンが『アメリカン・ルネサンス』で特別視していた 1850年代に発表さ
れた 3冊のフェミニスト小説を取り上げ，そこに描かれている女性たちの
生活と意見について考えてみたい。
1 ハナ・ガードナー・クリーマー『ディーリアの医者たち』
（1852年）
1796年にマサチューセッツ州セイレムに生まれたハナ・ガードナー・ク
リーマー（没年不詳）が 1852年に発表した小説『ディーリアの医者たち』
は，マサチューセッツ州クリントンという架空の町で暮らすソーントン家の
18歳の長女ディーリアの病気をめぐる物語で，何不自由ない家庭に生まれ
育った彼女が学校を卒業した後，「無気力無感動になっただけでなく，心身
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ともに本当の病気になってしまう」（7）。その彼女の前に，アロパシー療
法，ホメオパシー療法，骨相学，水治療法，催眠療法などを専門とする男性
医師がつぎつぎに登場するが，誰ひとりとしてディーリアの病気を治すこと
ができない。ニーナ・ベイムが指摘しているように，彼女の病気の原因は
「倦怠と無為」で，医者の診断や治療を仰ぐまでもなかった（Baym vii）の
で，ディーリアの兄チャールズの婚約者で才色兼備のアデレードに教示され
た，「早起き。背筋はまっすぐ。頭は冷たく。脚は温かく」という「4つの
単純な原則」（222）を守ることで快方に向かうことになる。
このような「教訓的なコメディ」（Baym viii）の一体どこに「真の女性」
をめぐる議論が展開されているのだろうか。ディーリアの妹エラは病弱な姉
とは対照的に活発な 14歳の少女だが，彼女が「あまりにも男性的で，あま
りにも自立心が強すぎる」と考える母親のソーントン夫人は，「エラのよう
に考えたり話したりする習慣のある女の子は見るのも嫌だ」（14）と断言
し，「現代の女性の講演者」と題するレポートを書いたエラが「女性が人前
で講演をすることは正当なだけでなく，非常に望ましい」と語るのを聞い
て，そのレポートを腹立ちまぎれに暖炉のなかに投げ入れている（17）。さ
らに夫人は「女性は女性らしい優雅さと美しさを発揮する真
 
の
 
女
 
性
 
でなけれ
ばならない。ある時は女性を，ある時は男性を思わせるような曖昧な種類の
人間であってはならない」（14−15；強調引用者）とも言い切っているが，
この発言はクリーマーと同時代のある論者が「社会を混乱させ，文明を弱体
化させる」メアリー・ウルストンクラフトやフランシス・ライトやハリエッ
セミウーマン
ト・マーティノーらを「彼女たちは半女性，精神的な両性具有者に過ぎな
い」（qtd. in Welter 172−73）と非難していたこと思い出させずにはおかな
い。
この場面でのソーントン夫人は，エラを非難するついでに，その非難の矛
先をチャールズの婚約者にも向けていて，「エラはアデレードに似過ぎてい
る」（15）と指摘しているが，彼女の考えでは，エラもアデレードもともに
「真の女性」と呼ぶことのできない，「精神的な両性具有者」ということにな
る。この夫人の意見に賛成できないソーントン氏は「エラとアデレードの頭
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脳は非常に高い次元の話題で一杯だから，このふたりと会話を交わすときの
夫たちは『争い怒る女と共におるよりは，荒野に住むほうがましだ』という
ソロモンの断言を引用するいとまもないだろうよ」（18）と旧約聖書「箴
言」第 21章第 19節に言及しながら冗談まじりに語っているが，「精神的な
両性具有者」エラとアデレードの頭脳には一体どのような「高い次元の話
題」が詰まっているのだろうか。このふたりは一体何を相手に「争い怒る
女」だというのだろうか。
まず，エラの場合だが，兄チャールズとの会話のなかで，ディーリアのよ
うになりたいと思うのか，と聞かれた彼女は，「とんでもない。ディーリア
はそこにいるだけで，生きているのではいない」（48）と答え，「彼女みた
いに無関心な人には会ったことがない。勉強にも遊びにも興味がない」
（49）と無気力な姉を厳しく批判している。さらに，ディーリアのような運
命を避けるにはどうすればいいか，と重ねて聞かれると，「人生という大き
なドラマの観客ではなく演者になることによって」とエラは答えて，家庭と
いう狭い私的な領域に閉じ込められた「真の女性」崇拝に対する嫌悪を露骨
に表明している。この答えを受けて，チャールズは「多くの男たちが抱いて
いる誤った物の見方のせいで，女性が手に入れることができる仕事は非常に
少ない」（49）と応じ，「頑迷で狭量な男たちは，女性たちが活動の舞台に
登場してきて，自分たちの影が薄くなることを恐れている。この連中は男女
の異なった領域や不釣り合いな能力などのことを議論するのだ。［中略］女
性は，その行動によって，男性と同じ資質に恵まれているということを男性
に納得させねばならない」（52）と語っている。こうした「頑迷で狭量な男
たち」を批判する彼の見解が婚約者アデレードのそれと完全に一致している
ことは，『ディーリアの医者たち』を読み進めるうちに，しだいに明らかに
なってくる。
その後，熱心な教会員で，リーランド牧師の教えを金科玉条としているス
タンソン氏が訪ねてきたとき，エラはカエサルの『ガリア戦記』をラテン語
の原典で読んでいることや，ギリシャ語の勉強を始める予定であることなど
を話題にする。それを聞いて，スタンソン氏は「男が，とりわけ牧師先生が
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そのような勉強をする必要がないなどと言うつもりはないが，それは一体女
性にとって何の役に立つのかね」と問い返し，「頭脳を授かった人間は誰で
も教育を受ける権利がある」とエラが反論すると，「男性はそうだが，女性
はそうではない！」とスタンソンは「男性であることを鼻にかけている」よ
うな口調で答えている（165）。
そこにたまたま来合わせたリーランド牧師は，エラが古典語を勉強するこ
とに対しては賛意を示しながら，「女性は弁護士や牧師になるべきだと思う
か」という彼女に質問に対しては否定的な態度を取るだけでなく，「女性の
心は，男性の領域を侵害するためではなく，女性自身の領域での仕事を立派
に果たすためにこそ，磨かれるべきだ」とか，「女性は私的な生活において
発揮することができる影響力に満足してしかるべきだ」（168−69）とかいっ
た主張を繰り返している。「女性は単なる観客であることに満足すると思い
ますか」とエラが問いかけ，「男性に拍手や激励を送るのではなく，人生と
いう大きなドラマの演者に私たちはなりたいのです」（171−72）と兄チャー
ルズを相手にしたときと同じように訴えても，牧師は不快感を露わにするば
かりで，彼女の言葉に耳を傾けようとはしない。スタンソン氏もリーランド
牧師もチャールズのいわゆる「頑迷で狭量な男たち」にほかならないのだ。
こうした女性を取り囲む厳しい現実に対して，もうひとりの「精神的な両
性具有者」，リーランド牧師から「過激論者」（173）と呼ばれているアデレ
ードはどのような反応を示しているのだろうか。
10歳も年齢が離れているにもかかわらず，エラとアデレードの間には
「ときどき好条件の下で生まれるあの特異な友情が存在していた」（177）の
で，ふたりは互いの意見を腹蔵なく打ち明けることができた。スタンソン氏
とリーランド牧師を相手に「決闘」（177）をしたというエラの話を聞いた
アデレードは，スタンソン氏のような「一顧の価値もない」男性に「真実を
説き聞かせようとしても徒労に終わってしまう」だけだと断言し，「天分は
シェイクスピアに，学識はサー・ウィリアム・ジョーンズに，政治的知識は
ブルーム卿に，外交手腕はタレーランにそれぞれ匹敵するような女性が選挙
権を厳しく拒まれているのに，あのような男性が選挙権を認められているの
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は何と残念なことか」（181−82）と嘆いている。『ディーリアの医者たち』
を「女性の参政権を支持した最初の小説」と規定するデイヴィッド・S・レ
ナルズは「この小説は女性参政権運動の要求のすべてについて論理的に論じ
るしたたかで，知的な女性を主人公にしている」（Reynolds 391）と論じて
いる。この小説は 1848年 7月 19日～20日に開催されたセネカ・フォール
ズ女性権利大会から 4年後に出版された作品であるということを付け加え
ておこう。
もうひとりの「頑迷で狭量な」リーランド牧師についても，アデレードは
「彼は女性の領域は私的な領域に限定されていると主張している。公的な仕
事のすべてを男性に処理させ，女性を惨めなまでに狭苦しい場に閉じ込めよ
うとしている」（184）と非難し，「妻をハーレムに幽閉し，自分だけで妻の
妙なる声を聴き，美しい顔を眺める，数多くの東洋のサルタン」に彼をなぞ
らえて，「文明国の夫は妻の心を独占し，半野蛮人は妻の顔を独占する」
（185）と断じている。アデレードはさらに社会が女性を蔑視する「本当の
理由」を説明して，「もし公の場で才能を発揮することを女性に許したら，
男性はしばしば一敗地にまみれ，後塵を拝することを余儀なくされる」
（185）からだと述べる一方で，女性は「教育を受ける権利が男性のそれと
同等であることを要求しなければならない」（186）とエラに語りかけてい
る。
こうした意見を抱く「過激論者」のアデレードが，リーランド牧師と直接
対決したときの様子を著者クリーマーに報告するという形で，『ディーリア
の医者たち』という作品は終わっている。そこでのアデレードは牧師と対等
な立場で宗教論争を戦わせることができるのだが，彼女の見解を裏付ける証
拠は聖書のどこに見つかるのかと聞かれたときに，旧約聖書も新約聖書も
「女性が現在存在するよりももっとひどい無知の状態に置かれていたときに
書かれた」と述べたり，「聖書にはすべての必要な宗教的真実が含まれてい
るけれども，まったく異なった進歩の時代に生きている人々の役割や行動の
規範をそのページのなかに求めるべきだろうか」（256）と問いかけたりし
ているのは，彼女が「真の女性」に必須の敬虔さを欠いていると判断する根
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拠を牧師に与えることになったかもしれない。
さらに，「男性が享受している自由の分け前」を要求するアデレードが
「知性を幅広く発揮することが要求されるすべての領域で，女性は対等の権
利を持っている」ので，さまざまな仕事に女性が就くことになれば，「女性
はスズメの涙ほどの収入を得るために劣悪な場所であくせく働いたり，他人
からの施しを頼りに生活したりすることを余儀なくされなくなる」（257）
と主張しても，牧師からは「常識の世界にもどりたまえ。君は女性の大いな
る領域をほぼ完全に見落としている。女性は結婚して，夫を助け，子どもの
世話をするべきだ」（257）とか，「私的な生活のために生まれたことが明ら
かな女性が公の場で人目にさらされている姿を思うときの私の気持は言葉で
は言い表せない」（259）とかいった発言が投げ返されるばかりだ。一般社
会の代表ともいうべきリーランド牧師との議論は平行線をたどるだけで，
「真の女性」崇拝という壁をアデレードは乗り越えることができないだけで
なく，彼女自身が「真の女性」からほど遠い存在として無視される結果にな
らざるを得ない。
『ディーリアの医者たち』に序文を寄せたニーナ・ベイムは「アデレード
やエラのような女性は，ほとんどのアメリカ女性が将来なるだろう姿を示し
ているが，女性の人生の選択肢が極度に制限されていた時代には例外的な存
在だった。クリーマーは彼女たちの因習にとらわれない目的やエネルギーが
もっと理解されるべきだと考えてはいるが，この女性たちが多くの普通の女
性たちのモデルになり得るとは考えていない」（Baym ix）と論じている。
だが，「真の女性」がひたすら崇拝されていた 19世紀半ばに「真の女性」
を否定するエラやアデレードが「例外的な存在」だったとすれば，「何千何
万人ものアメリカ女性の代表」（9）としてのディーリアの病気は，家庭と
いう狭い領域に閉じ込められた「真の女性」の精神状態のメタファーになっ
ていると言えるだろう。
この小説のどこかでアデレードが「公的な宗教儀式に才能と教育のある女
性が参加することができる時代，男女の信者仲間を教導する能力を先天的に
も後天的にも欠いている男性が沈黙を守ることを余儀なくされる時代がやが
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て訪れることをひそかに祈っていた」（158）ことが紹介されているが，彼
女の切なる祈りは単に教会内部だけに限られているのではなく，社会全般に
向けられた変革の祈りと読み替えることができるのではないか。19世紀の
ステレオタイプ的な女性像を打破しようとするアデレードは，そしてエラも
また，現代的な意味で「真の女性」と呼ばれてしかるべき新しい女性だった
のだ。
2 エリザベス・オークス・スミス『バーサとリリー』（1854年）
『ディーリアの医者たち』の 2年後に出版されたエリザベス・スミス（1806
−1893）の小説『バーサとリリー』は，副題に「ビーチ・グレンの牧師館」
とあるように，ニューイングランドのビーチ・グレンというスモールタウン
を舞台に展開する。この町にバーサと呼ばれる謎めいた女性が長い放浪の旅
から帰ってきて，牧師アーネスト・ヘルフェンスタインとしだいに親しくな
っていく。アーネストはきわめて世俗的で常識的で平均的な青年で，やがて
登場する魅力的な従妹のジュリアとバーサとの間で大きく揺れ動く。この彼
の葛藤がかなり詳しく描かれているが，それが『バーサとリリー』の本筋に
なっているのではない。なお，牧師のアーネスト・ヘルフェンスタインとい
う名前は，1840年代にスミスが雑誌に盛んに寄稿していたときのペンネー
ムだったことを付け加えておこう。
この小説の主人公はあくまでもバーサであって，彼女の過去を知らない読
者は，アーネストと同じように，非常に神秘的な存在であるかのような印象
を抱き続けるのだが，物語の半ば近くになって，ネイサン・アンダーヒルと
名乗る男が突然，姿を現わし，このバーサの「2倍の年齢」（155）の男の口
から，彼女の秘められた過去が白日の下にさらされる。ネイサンの告白によ
ると，彼はずっと以前に年端もいかぬバーサを誘惑して妊娠させた男だった
が，彼女と生まれた娘のリリーを棄てて蒸発し，彼女もまたリリーを手放す
ことを余儀なくされたのだった。いま彼が町へ舞いもどってきたのは，バー
サの許しを乞い，あらためて結婚を申し込むためだったが，彼女に厳しく拒
絶された途端，ホリー・ケントの評言を借りると，「都合よく」（Kent 4）
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息絶えてしまう。『バーサとリリー』はジュリアと別れたアーネストがバー
サに愛を告白して，リリーともども新しい家族を作ろうとするところで終わ
っている。
こうした物語の展開はリアリスティックというよりもファンタスティック
であって，すべてが夢のなかの出来事のような印象を与える。また，作品全
体がバーサとアーネストの会話が中心になっているだけでなく，アーネスト
の日記からの引用もふんだんになされているが，この作品で重要なのは，主
人公のバーサが罪を犯した女性，罪の子リリーを産んだ女性という設定で，
深い苦しみの半生を送った彼女が見出した真実が作品のいたるところに散り
ばめられている。
『ディーリアの医者たち』が明らかにしていたように，ヴィクトリアン・
アメリカの女性は公的な場で活躍することを許されなかった。『バーサとリ
リー』においても，男性社会を代表する牧師のアーネストが「女の子はいつ
も私を悲しい気持ちにさせる。世間は女の子にはほんの僅かしか用意してい
ないからだ。たったひとつの短い愛の夢と，病気と，心配と，悲しみだけ
を」（79）と日記に書きとめ，彼の周囲に見出される女性は「操り人形，人
形，奴隷，淫らな女であって，女性がそうであることを私たちが好むのは，
私たち自身の利己心を満足させてくれるからだ」（201）と語っている。物
事をあまり深く考えようとしないジュリアさえも，「現在の世界の状態では，
女性が結婚して，子どもをたくさん産んで，おしゃべりをして，誰かの噂話
をして，三文小説を読んで［中略］，それから死ぬ様子しか見えてこない」
（80）ことを認めている。クリーマーの小説で「真の女性」として保護され
ているディーリアが奇妙な病気にかかるとしても不思議はないだろうが，こ
うした「現在の世界の状態」を打破する方法はないのだろうか。
バーサの言葉に耳を傾けてみよう。彼女に言わせると，遠い未来のいつ
か，女性が解放された存在，自由で行動的な存在になる日がかならず訪れ
る。そのような状態を彼女は「真の状態」と呼び，その状態が実現したと
き，女性は「よ
 
り
 
即
 
物
 
的
 
な
 
男
 
性
 
的
 
要
 
素
 
に可能なよりももっと近い神との関係
において生きることになる。女性はもっと穏やかで，もっと神聖で，もっと
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平和を好むようになる──もっと美に集中する傾向が生じる。偉大な仕事を
女性的なやり方で成しとげるようになる。もっと消極的でなくなり，もっと
積極的なる」（84；強調原文）と予言している。『ディーリアの医者たち』
でアデレードが同じような日がくるのを念じていたことを思い出すべきだろ
う。さらにまた，別の個所でも，バーサは「偉大で高貴な女性の真の，純粋
で，優しい心が世間に知られるようになった暁には，犯罪や悲惨は霧消して
しまう。男性に訴えても無駄だ。女性は自分自身で仕事をしなければならな
い。お互いを支え合い，お互いに誠実になることを学ばねばならない。その
ときに私たちは解放される。そのときに私たちは男性の付属物ではなくて個
人に，家庭での奴隷ではなくて仲間に，法律的に子どもや狂人や白痴ではな
くて市民となるのだ」（99）と語っている。ここでのバーサの（そして作者
スミスの）主張に，6年前のセネカ・フォールズ女性権利大会での「所信の
宣言」のエコーを聞きつけることは困難ではない。
予言者的なバーサが語るユートピア的ヴィジョンに耳を傾けているうち
に，平凡この上ない牧師，女性の権利のことなど考えたこともなかったアー
ネストは大いに感化され，彼の内部で化学変化が起こり始める。彼はそれま
での形式や外観を重んじる生活から脱け出し，古い法律や偏見を乗り越え
て，より高次の生活を目指すようになる。「私たちの牧師様は夢のような状
態からしだいに活発な状態へ送り込まれたように思われる」と語り手は説明
し，「彼
 
は
 
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 
き
 
た
 
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 
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 
に
 
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 
う
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と
 
し
 
て
 
い
 
た
 
」（100；強調原文）という事実に
読者の注意を促している。この夢見る牧師から活動的な牧師への変身を可能
にしたのは，「このすべてにおいてバーサが彼のガイドだったことは明らか
だ」（100）という語り手の言葉が示しているように，予言者としてのバー
サの存在，未来の男女関係を見通した女性の存在だったのだ。このアーネス
トに起こった化学変化が世のすべての男性におこることをフェミニストとし
ての作者スミスは期待しているのだ。ここで読者はまた，『ディーリアの医
者たち』のリーランド牧師がアデレードやエラの言葉に耳を貸そうとしない
「頑迷で狭量な男たち」のひとりだったことを思い出すに違いない。
だが，『バーサとリリー』におけるバーサは，すでに触れたように，罪を
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犯した女性，罪の子リリーを産んだ女性という設定だったが，にもかかわら
ず，彼女は鋭い洞察力を備えた聖女に変身している。アーネストの日記にも
「彼女の足は塵に塗れていたかもしれないが，その眼は神を透視する。いば
らが彼女の額に刺さっていた──胆汁が彼女の唇に触れていた。彼女は十字
架の下で体を折り曲げていた。だが，見よ！彼女は我々の目の前で姿を変え
ている」（332）とバーサは聖書的なイメージで描出されている。その彼女
がアーネストによって「新しい時代の娘」（332）と規定されているのは，
一体何を物語っているのか。
すでに触れたように，南北戦争以前のアメリカで崇拝された「真の女性」
は家庭性，従順，敬虔，純潔という 4つの美徳を備えていなければならな
かったが，『バーサとリリー』では純潔という美徳を失った女性バーサが理
想的な女性として登場することになっている。ある個所で，アーネストは
「バーサは真の女性ではなかった」（200）と呟いているが，これは彼女がス
テレオタイプ的な「真の女性」ではないことを意味している。だが，そのバ
ーサをアーネストが「新しい時代の娘」と見なすようになったということ
は，彼女がヴィクトリアン・アメリカの規範を脱却した女性，新しい時代の
「真の女性」に生まれ変わったことを意味していると考えることができるだ
ろう。彼女自身，「偉大で高貴な女性の真の，純粋で，優しい心」という表
現を用いていたが，罪を犯した女性バーサはそのような「真の，純粋で，優
しい心」の持ち主だったのだ。
『バーサとリリー』の読者は，罪の女バーサとその娘リリー，それに牧師
アーネストという取り合わせが，4年前に出版されていたホーソンの『緋文
字』のそれに酷似していることに気付くに違いない。とりわけへスターとパ
ール，バーサとリリーという母と娘の関係，罪の女から生まれたパールとリ
リー。へスターの胸の A の文字が「天使」を意味するようになったと同じ
ように，バーサもアーネストに「天使バーサ」（160）と呼ばれ，パールが
「天使たちの遊び相手」（Hawthorne 86）であったとすれば，リリーの描写
にも「子どもの天使」（97,187）が呼び込まれている。さらに，『緋文字』
の結末近くでは，へスターが「男女間の関係が相互の幸福という，いままで
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よりも堅実な基盤の上に築かれることになる」（Hawthorne 147）時代の到
来を予言する姿が描かれていた。
新しい女性バーサが登場する『バーサとリリー』は，『緋文字』の影響の
もとに書かれたと言えるかもしれないが，ホーソンの代表作そのものがセネ
カ・フォールズ女性権利大会からわずか 1年半後に出版されていることを
考慮すれば，この 2冊の小説はいずれも 19世紀半ばの婦人解放運動と切り
離すことができないのだ。
3 ローラ・ブラード『クリスティーン』（1856年）
ラディカルな女権運動家が主人公として登場するローラ・ブラード（1831
−1912）の長編小説『クリスティーン』は，1856年の出版以後，2010年に
ネブラスカ大学出版局からリプリント版が出るまではずっと絶版だった。
『アメリカン・ルネサンスの地層』の著者デイヴィッド・レナルズは，1988
年の時点で「アメリカの文学史家や社会史家によるすべての落ち度のなか
で，ローラ・カーティス・ブラードのほとんど完全な無視ほどに悪質な例は
ほかにほとんどない」（Reynolds 392）と喝破していたが，この長年無視さ
れてきたフェミニスト作家ブラードが 25歳のときに書いた小説『クリステ
ィーン』とは一体どのような作品だったのか。
メイン州の片田舎の農家に生まれたクリスティーン・エリオットは，美人
とは言えない女性で，農業の手伝いも満足にできないほど不器用だが，読書
好きの彼女が『ドン・キホーテ』を読みふけっている場面は，その後の彼女
の生きざまを考えるうえで興味深い。この余計者のような毎日を送っている
クリスティーンの前に，叔母ジュリアが現われた瞬間から，彼女の人生は一
変する。ジュリアは裕福な未亡人で，ボストン近郊で女学校を経営していた
が，そこで教育を受けることになったクリスティーンは，人間的にも見事に
成長し，社交界にデビューすることになる。その意味では小説『クリスティ
ーン』は女性主人公の教養小説，いわゆるビルドゥングスロマンとして読む
ことができる。
やがてクリスティーンは社交界の人気者フィリップ・アームストロングと
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出会い，叔母の反対を押し切って，彼と結婚の約束をするが，プレイボーイ
のフィリップに誘惑されて捨てられたグレイスという娘が投身自殺を遂げた
ために，婚約は破棄され，フィリップはヨーロッパに旅立ってしまう。この
あたりまでの『クリスティーン』は，18世紀以来のセンチメンタルな誘惑
小説のパターンを踏まえているが，このエピソードを境として，物語は新し
い展開を示すことになる。
クリスティーンが親しくしているウォーナー夫人は「女性の解放」（122）
に強い関心を抱いている女性だが，結婚の夢破れて落ち込んでいるクリステ
ィーンに，女性の地位向上のために働く「同性たちの闘士」（157）になる
べきだ，と説き聞かせる。夫人の熱心な説得に負けた彼女は，ほどなくして
「同性たちの向上というひとつの大きな仕事」（159）のために微力を尽くす
ことを決意する。だが，この決意を姪から聞かされたジュリアは，「あなた
は頭がおかしい！あなたにふさわしい場所は精神病院しかない。講演者です
って！女性の権利のための講演者ですって！そのつぎはどんな途轍もないこ
とをあなたのその愚かな頭で思いつくというの？」（163）と一笑に付して
しまう。
だが，女性解放運動の闘士となる決意をしたクリスティーンは，「女性が
立派にやり遂げることは何であれ，女性にやらせるように世論の門戸を開か
せよう。同一労働に対して男性と同一賃金を女性に払わせよう」（173）と
主張し，「女性は税金を課せられる──私たちの父祖が血を流して戦い取っ
た原則，代
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という原則の恩恵に与らせよう」
（174）とか，「さらに一歩進めて，すべての人間に属すると私たちが主張し
ているあ
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 
を女性に与える」（211；強調引用者）とか
いった言葉を熱っぽく口にしているが，こうした発言にもセネカ・フォール
ズにおけるマニフェストのエコーを聞きつけることができる。この大会が当
時 17歳だった作者ブラードにいかに強烈な印象を与えたかは，彼女が後
年，全国アメリカ婦人参政権協会が発行する週刊新聞『ザ・レヴォリューシ
ョン』の編集に携わったという事実からもうかがい知ることができるだろ
う。
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女権運動家としてのクリスティーンの名声が高まるにつれて，彼女の政治
的な行動を容認できない保守的な叔母のジュリアと父親のエリオット氏は共
謀して，彼女を精神病院に閉じ込めてしまう。『クリスティーン』の編者デ
ニーズ・コーンが「19世紀半ばにおける『女権』運動を，多くのアメリカ
人はスキャンダル，いや，罪悪とさえ見なしていた」（Kohn ix）と指摘し
ていたことがあらためて思い出される。だが，もちろん，クリスティーンは
友人や仲間の尽力で精神病院からの脱出に成功して，女性解放運動の講演者
としての活動を再開し，「ある晴れ渡った美しい朝，ニューヨークで開催さ
れることがしばらく前から新聞に書き立てられていた女性の権利に関する会
議が使命を果たす日が始まった」（278）と書かれているように，セネカ・
フォールズの女性権利大会を連想させるような会議に出席するまでになる。
『クリスティーン』にはまた，学生時代の友人アニーが不幸な結婚をして，
別居や離婚に同意しようとしない夫の元から逃げ出すというサブプロットが
用意されている。夫の専制的な態度に耐え切れないアニーは「気まぐれな夫
に従わねばならぬ私は奴隷なのだろうか？」（266）と叫んでいるが，この
言葉には家庭という牢獄に閉じ込められた女性のすべての思いが集約されて
いる。クリスティーンはやがて貧困のうちに他界したアニーの娘ローザを養
女として引き取り，女性解放運動の指導者に育てようとするが，ローザはク
リスティーンの主治医ユージーン・ラッセルと結婚してしまう。この物語の
展開は，30年後に出版されるふたりの女性解放運動家を扱ったヘンリー・
ジェイムズの『ボストンの人々』（1886年）のそれに酷似しているとだけ言
っておこう。
『クリスティーン』の結末では，死の床に横たわるかつての婚約者フィリ
ップをクリスティーンが献身的に看病し，奇跡的に回復した彼と結婚すると
ころで幕を閉じている。いったん別れた恋人と再開して結ばれるというプロ
ットの展開は，シャーロット・ブロンテの『ジェイン・エア』（1847年）を
連想させるが，この点については，デイヴィッド・レナルズが『クリスティ
ーン』は「女権小説の『ジェイン・エア』と呼べるかもしれない」（Reynolds
393）と指摘していることを付け加えておこう。このように，ブラードの小
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説もまた，ほかの 2冊のフェミニスト小説と同じように，最後は結婚とい
う形で終わっているが，いずれの場合も結婚は従来のセンチメンタルな小説
のそれとは意味が全く異なっている。
クリスティーンの養女ローザと結婚するラッセル医師は，女権運動家とし
てのクリスティーンの生きざまにはかならずしも賛成ではないが，にもかか
わらず，彼女に向かって「あなたはあなたが真の女性であることを証明し
た」（332）と言い切っている。『ディーリアの医者たち』のソーントン夫人
が「女性は女性らしい優雅さと美しさを発揮する真
 
の
 
女
 
性
 
でなければならな
い」と断言し，『バーサとリリー』のアーネストが「バーサは真の女性では
なかった」と呟いたときの「真の女性」は，バーバラ・ウェルターが規定し
ていたような「真の女性」を指していた。だが，ここでラッセル医師が口に
する「真の女性」は，女性の領域としての家庭に閉じ込められた女性を意味
しているのでも，家庭性，従順，敬虔，純潔といった美徳を家父長的な男性
から一方的に強制されている女性を意味しているのでもない。
『クリスティーン』の編者デニーズ・コーンは「カーティス・ブラードに
よるクリスティーンの肖像は，女権運動の指導者を新しいタイプの『真の女
性』として──この小説におけるクリスティーンや 19世紀半ばのアメリカ
の［ルクレティア・］モットや［ルーシー・］ストーンや［スーザン・］ア
ンソニーや［エリザベス・］スタントンのような指導者によって代表される
行動的で，自立的で，共感的で，政治活動に従事する個人として描いてい
る」（Kohn xxxix）と述べているが，このような「新しいタイプの『真の女
性』」としてのクリスティーンの結婚は，『緋文字』の結末でヘスター・プリ
ンが幻視していたような男女の平等な関係の上に築かれた理想的な結婚にほ
かならない。同時にまた，このコーンの指摘は，ブラードがセネカ・フォー
ルズでのマニフェストの継承者だったことを再確認しているだけでなく，ク
リーマーやスミスによって描かれていたアデレードやエラやバーサも，やは
りクリスティーンと同じような「新しいタイプの『真の女性』」だったこと
を暗示していると解釈できるだろう。
ここで取り上げた 3冊のフェミニスト小説は，いずれも女性解放運動と
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いう 19世紀半ばの読者の関心を集めていたトピックを扱っている作品で，
ハイブラウな純文学を愛する読者には，退屈この上ない大衆小説に思われる
に違いない。だが，アデレードやバーサやクリスティーンの物語は，たとえ
ば『緋文字』のへスター・プリンが思い描いていた理想的な未来社会のヴィ
ジョンに対する補足説明のような機能を果たしていると言えるのではない
か。1852年から 56年にかけて書き継がれた 3冊の小説は，1850年の『緋
文字』が終わったところから始まっている，と考えたい。
（本稿の『バーサとリリー』と『クリスティーン』に関する箇所は，日本ソロー学会
2011年度全国大会［2011年 10月 7日・京都外国語大学］で「アメリカン・ルネサ
ンスの女性作家たち──忘れられたフェミニズム小説を読む」と題して行った特別講
演に基づいていることをお断りしておく。）
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